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要約: 

この文書はMIDIの電気的仕様に、3.3V動作とオプションの RF接地を追加するものである。  MIDI1.0規格書（日

本語版 98.1, MMA "The Complete MIDI 1.0 Detailed Specification"）に含まれるMIDI 1.0 Detailed Specification 

(Document Version 4.2)の「ハードウェア」の節を置き換える。 

背景: 

MIDI1.0規格書が書かれたとき、電子回路の 5V信号動作は業界標準だった。標準のMIDI送信回路には、5V電

源が必要である。 しかし、今日の業界標準は 3.3Vになっており、新たに設計する機器において 3.3V信号で動作す

るMIDI送信回路を採用することにはコストおよび構成上の利点がある。 

また、MIDI規格はグランドループを避けるため、MIDI IN ジャックのピン 2 を接地しないように求めている。この結果、

MIDIケーブルのシールドはMIDI OUT/THRUジャックのピン 2の接地に依存する。 これはオーディオ周波数信号

には適切に働く。しかし、高周波(RF)干渉に対する効果は劣る。RF性能を向上させる解決策の一例は、MIDI INジ

ャックのピン 2を小容量のコンデンサーを介して受信側のデバイスのグランドに接続することである。これにより、オー

ディオ周波数のグランドループの分断を維持しながら、RFでの低インピーダンスの接地を確保できる。 

さらに、電磁妨害/電磁両立性(EMI / EMC)の規制に準拠するため、MIDIジャックの信号線に RFフィルターが必要

になることがある。 本改定では、信号ピンにオプションのフェライトビーズの RFフィルターを追加する。本改定ではま

た、MIDIジャックのシールドコネクターの接地をオプションとして追加している。 

本件に関するより詳しい情報については、MIDI1.0規格書（日本語版 98.1, "The Complete MIDI 1.0 Detailed 

Specification"）を参考にすること。 

詳細: 

添付文書を参照のこと。 
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ハードウェア            

MIDIインターフェースのハードウェアは 31.25Kbit/秒(±1%)の非同期シリアル転送を用いる。 転送はスタートビ

ット、ビット 0～7の 8個のデータビット、ストップビットの順に、計 10ビットで行われ、1バイトを転送するためには

320µ秒要する。スタートビットは論理“0”（電流オン）、ストップビットは論理“1”（電流オフ）である。各バイトは

LSBが最初に送信される。 

MIDI 回路: 

MIDI回路は 5mAカレントループであり、論理“0”を電流が流れている状態とする。ひとつの送信回路はひとつ

の受信回路のみを駆動する。グランドループとそのために起きるデータエラーを避けるために、受信回路にオプ

トアイソレーター（発光ダイオードと光センサーを 1パッケージに封入したもの）を使用して、送信回路と受信回

路を電気的に分離する。シャープ PC-900Vおよび HP 6N138オプトアイソレーターはこの規格を満たす。他の

十分に高速なオプトアイソレーターも使用可能である。受信回路は 5mA以下の電流でオンとなり、立ち上がり

及び立ち下がり時間は 2µ秒以下でなければならない。 

MIDI IN, MIDI OUTのほかに、必要に応じて“MIDI THRU”と表記された出力端子を備えてもよい。これは、

MIDI INの信号をそのままの形で出力するものとする 。MIDI IN信号からMIDI THRU情報を得る際に、オプト

アイソレーターの応答時間によるデータ信号の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジの信号劣化によって、信号

伝送にエラーが生じる可能性がある。より多くの機器がMIDI THRUとMIDI INにより連鎖されると、これらのタ

イミングエラーが増加する傾向がある。結果的に、回線品質にかかわらず、このように連鎖（直列接続）すること

ができるデバイスの数には制限があるということになる。3台を越える機器を対象とする長いチェーン接続を行う

ためには、より高速のオプトアイソレーターを使用して、立ち上がり、立ち下がりの時間差によるエラーを防止す

る必要がある。   MIDI THRU回路はMIDI INと同じ回路図(図 2)に示されている。 

 

 

ピン 2は、送信側ソケットにおいてのみ接地する。 

UART トランスミッターと RCの間のバッファーはオ

プションで、実装に依存する。 

UARTは 8-N-1、すなわち 8データビット、パリティ

なし、1ストップビットに設定される。 

抵抗値は以下に詳述するように、駆動電圧 VTXに

依存する。 

オプションのフェライトビーズは 100MHzで 1KΩ、

たとえばMMZ1608Y102BTまたは同等品。 

VTX +5V ± 10% +3.3V ± 5% 

RA 220Ω 5% 0.25W 33Ω 5% 0.5W 

RC 220Ω 5% 0.25W 10Ω 5% 0.25W 

図図図図 1 - MIDI OUT 回路 

MIDI OUT回路中の RCを駆動するバッファーはオプションで、実装に依存する。バッファーを入れる場合は IC 

ゲートでもトランジスターでも、その組み合わせでもよい。 

 

ジャックシールド – 無接続、

または EMI/EMC 性能を改

善するために接地 

EMI/EMC 性能を改善

するためのオプション

のフェライトビーズ 
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図図図図 2 - MIDI IN 端子と THRU 回路 

MIDI 機器側のコネクター： 

MIDI IN、OUT、およびオプションの THRU端子は DIN 5ピン(180°)を使用する。ジャックの一例は

SWITCHCRAFT 57PC5Fである。コネクターはそれぞれ“MIDI IN”、“MIDI OUT”と“MIDI THRU”と表記しな

ければならない。ピン番号 1と 3は使用してはならず、送受信ともに開放(NC)にしなくてはならない。 

MIDI IN端子のピン番号 2は、受信側のグランドには直流的には接続しない。ただし必要に応じて、高周波

(RF)シールドを改善するために、0.1µFのコンデンサーを介してグランドに接続することができる。 

MIDI IN端子のシールドコネクターは、受信側のグランドには直流的には接続しない。ただし必要に応じて、

EMI/EMC性能を改善するために、0.1µFのコンデンサーを介してグランドに接続することができる。 

MIDI OUTおよびMIDI THRU端子のシールドコネクターは、開放(N/C)にしてもよいし、EMI/EMC性能を改

善するために接地してもよい。 

MIDI ケーブル： 

MIDIケーブルは、最長で 15mのシールドされたツイストペアとし、5ピンの DINプラグ（オス）を両端に接続す

る（SWITCHCRAFT 05GM5Mなどが、この規格に使用できる）。次の図 3に示すように、シールドは両端でピン

番号 2のみに接続しなければならない。  

 

MIDI IN ジャックのどのピンもグランドに直結し

てはならない 

ジャックシールド – 無接続、または EMI/EMC

性能を改善するためにコンデンサー(典型値

0.1μF)を介して接地 

EMI/EMC 性能を改善

するためのオプション

のフェライトビーズ 

RC の値はオプトアイ

ソレーターと VRX に

依存する 

PC900V で VRX=5V

のときの推奨値は

280Ω 

オプトアイソレーター

の逆電圧保護用 

ピン 2 – 無接続、またはコンデ

ンサー(典型値 0.1μF)を介して

RF 接地 

 

ジャックシールド – 無接続、

または EMI/EMC 性能を改

善するために接地 

EMI/EMC 性能を改善

するためのオプション

のフェライトビーズ 

RE と RF は VTX に基づき、MIDI OUT の RA

とＲＣと同様に選ぶ  
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図図図図 3 - MIDI ケーブル 

MIDIプラグの筒状のシールド部分には線は接続しない。 

ピン 1と 3へのケーブル接続はこの仕様には必要とされないが、存在してもよい。 

低電圧駆動の詳細： 

MIDIカレントループは、低電圧(3.3V)の信号レベルで動作させることができる。MIDI 出力回路のみが、低電圧

駆動の影響を受ける。 出力抵抗を 220Ωから 33Ωと 10Ω(±5%)に、電圧を+5Vから+3.3V (±5%)に変える必要

がある。 

上記の図 1の回路図は、+5 Vまたは+3.3 V駆動のいずれにも使用可能である。 

低電圧駆動テクニカルノート： 

標準のMIDI回路は、受信側のオプトアイソレーターを駆動し、送信側に戻るカレントループである。 送信側か

ら見るとオプトアイソレーターは LEDと等価で、220Ωの抵抗が直列接続されている。MIDI機器で使われてい

るオプトアイソレーターの一例では、LED 順方向電圧降下の最大値が 1.9Vで、動作のために標準値 5mA

1の電流を必要とする。実際に必要な電流は、オプトアイソレーターに依存する。たとえば PC900Vは、RD = 

280Ω(図 2参照)、VRX = 5Vのとき、ワーストケースにおいて 4mAの順方向電流を必要とする。 

この回路に 5mA供給するために、送信側の電圧は次の関係を満たす必要がある。 

VTX >= VRXDROP = .005*220 + 1.9 

これを解くと: 

VTX >= VRXDROP = 3.0V 

MIDI出力を短絡したときにも電流を制限する必要があるが、それは２つの出力ピンへの直列抵抗により実現さ

れる。直列抵抗はまた、5mAの電流による電圧降下 IRを生じ 、最小駆動電圧を引き上げる。論理的な選択と

して、駆動電圧の最小値を+3.3Vとする。直列抵抗の値は、次の関係を満たす必要がある。 

(RA + RC) = (VTX – VRXDROP) / .005 

VTXに+3.135V (+3.3Vの 95%)を代入して (RA + RC)を求めると: 

(RA + RC) = 27Ω 

RAと RCの推奨値である 33Ωと 10Ωを合成すると 43Ωになり、電源電圧-5%、抵抗値+5%、順方向電圧降下

1.9Vとするとワーストケースでの電流は 4.472mAになる。ただし順方向電圧降下が最大になるのは電流が最

大のときなので、4.472mAの電流で 1.9Vの電圧降下になるかどうかは明らかでない。順方向電圧降下が小さ

くなると、抵抗を流れる電流は増加する。 

                                                   

1 オリジナルの 5V MIDI回路では 5mAであり、これは抵抗値 660Ω (3*220Ω)、駆動電圧の標準値+5V と、オプトアイソレ

ーター6N138 の順方向電圧降下の最大値 1.7Vから導くことができる。 

ケーブルのシールドは

両端でピン 2 に接続 
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電源が正確に 3.3Vで、抵抗値が正確で、順方向電圧降下が 1.4V（6N138 の 25°C、約 7-8mAのときの値）と

すると、回路を流れる順方向電流は約 7.2mAになる。 

電源電圧が最大+5%、抵抗値が最小-5%としたとき、グランドにショートしたときに RA を流れる電流の最大値

は: 

IMAXSHORT = 3.465 / 31.35 

これを解くと: 

IMAXSHORT = 0.111A 

短絡時の最大電力損失は: 

PMAXSHORT = 0.383W 

このため 0.5Wの抵抗または追加の電流制限回路が必要である。抵抗 RAは 3.3Vの電源に直結しているので、

許容損失 0.5Wが必要になる。もちろん、許容損失を大きくするために、複数の抵抗を並列接続することもでき

る。たとえば、130Ω, 0.125Wの抵抗を 4並列にすれば、32.5Ω, 0.5Wの抵抗と等価になる。 

ここで 3.3V動作のとき、RCを駆動するデジタルバッファーにオープンコレクターまたはオープンドレインのもの

を使用すると仮定すると、MIDIケーブルが短絡した場合にも 0.25Wの抵抗で十分保護される。3.3Vのデザイ

ンでデジタルバッファーを使用するときは、MIDIケーブルで短絡が発生した場合に、バッファーの最大許容電

流を超えないように注意する必要がある。 

低電圧駆動の互換性の問題： 

この低電圧駆動回路は、MIDI 1.0規格に厳密に従っているすべての既存の受信側機器と互換である。規格か

ら逸脱している、または規格を拡大解釈している機器については、100%互換でない可能性がある。2 

互換性がない可能性がある機器の例として、オプトアイソレーターを使っていない受信機器、および、5Vにつな

がる 220Ωの抵抗 (RAまたは RE) を介して、4ピンから電源を取っている機器がある。 

オプトアイソレーターを使わない受信機器は電圧を検知している可能性があり、低電圧駆動では必要な入力信

号電圧が得られないかもしれない。このタイプの受信機器はグランドが絶縁されないので、グランドループの原

因ともなる。 

4ピンから電源を取っている機器は、4ピンが 5Vでなく 3.3Vにつながっている場合には、3.3V送信機器が供

給する電圧より高い電源を必要とするために動作しないかもしれない。電源は送信機器のグランドに戻らなけれ

ばならないので、このタイプの受信機器もまた、グランドループの原因になりうる。受信機器のグランドが他の機

器のグランドに接続されると、グランドループが形成される。 

                                                   

2 MMAは、厳密に互換性のある、または潜在的に互換性のないMIDI受信機器のリストを作成していない。 
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（オプション）RF 接地の詳細： 

グランドループを避けるため、MIDI 入力回路はグランドに接続しないように指定されている。これはオーディオ

周波数信号に適している。しかし、ケーブルのインダクタンスは高周波(RF)インピーダンスを増加させ、ケーブ

ル長が長くなると送信側の接地の効果が減少する。これに対する解決策の一つは、小容量のコンデンサーを

介してMIDI INジャックの 2ピンをグランドに接続することである。小容量のコンデンサーは可聴周波数のグラ

ンドループを防ぎながら、MIDI 受信側で高周波(RF)に対してグランドへの低インピーダンスの経路を提供する。

推奨されるオプションの容量は 0.1µFで、このとき 10MHzでのインピーダンスは 0.16Ω3となり、実用上ショート

に等しい。20kHzでインピーダンスは 79.6Ωであり 、60 Hzでインピーダンスは 26.5 KΩになる。 

上記図 2の回路図に、オプションの RF接地コンデンサーの使用方法が示されている。 

（オプション）EMI / EMC 性能改善の詳細： 

図 1・図 2にある FB1-6は、DC抵抗は 0に近いが、100MHzでは 1kΩ のインピーダンスを持ち、RF妨害を減

衰させる。部品の例(MMZ1608Y102BT)が示されているが、別の部品に置き換え、使用される機器の設計に合

わせてインピーダンス特性を調整することができる。フェライトビーズはオプションで、MIDIの本来の機能のため

には必要ではない。その製品が EMC規制を満たすために必要でなければ、省略してよい。 

フェライトビーズを使用する場合は、できるだけジャックの近くに配置する必要がある。上記図 1および図 2の回

路図に、オプションのフェライトビーズの使用方法が示されている。 

 MIDI1.0規格書（Document version 4.2）には、「MIDIジャックのシェルの接続する端子は、回路やシャーシグラ

ンドに接続しないほうがよい」4と書かれている。これは正しいMIDIケーブルの結線でないケーブルが使われた

ときに、グランドループを避けるために要求されていた（そのようなケーブルでは、一端または両端のシェルが接

続されていることがある）。 

今後は EMI/EMC性能を向上するために、オプションとしてMIDI OUTとMIDI THRUジャックのシールドをグ

ランドに接続することが許される。また同じくオプションとして、正しいMIDIケーブルの結線でないケーブルが

使われたときにグランドループを避けるための小容量のコンデンサー（典型値として 0.1µF）を介して、MIDI IN

ジャックのシールドコネクターを高周波的に接地してもよい。ただしMIDI INジャックのシールドコネクターをグラ

ンドに直結することは引き続き許されない。 

                                                   

3 数学的には、コンデンサーのインピーダンスは負の虚数で、教科書的なインピーダンスは−0.16j Ωが正しい。話を簡潔に

するため、複素数表現は使用していない。 

4 [訳注] MIDI1.0規格書（日本語版 98.1）では、「MIDI INジャックの～」。 


